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9
月
定
例
会（
9
月
1
日
〜
16
日
）

27
年
度
の
決
算
は
、
一
般
会
計
89
億
3
千
万

円
。
過
去
10
年
で
2
番
目
に
大
き
な
金
額
で
す
。

ま
た
、
28
年
度
補
正
予
算
で
は
、
一
般
会
計
及

び
特
別
会
計
の
議
案
が
３
件
、
産
業
団
地
の
工

事
契
約
、
条
例
改
正
３
件
、
陳
情
が
１
件
あ
り

ま
し
た
。

27
年
度
の
決
算
は
、
一
般
会
計
で

89
億
3
千
万
円
使
い
ま
し
た
。
特
別
会

計
が
57
億
円
で
総
額
1
4
6
億
3
千
万

円
に
な
り
、
町
民
一
人
当
た
り
約

1
4
7
万
円
使
っ
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

特
別
会
計
の
う
ち
大
き
な
も
の
は
、

国
民
健
康
保
険
事
業
が
13
億
8
千
万
円
、

介
護
保
険
事
業
が
11
億
円
、
産
業
団
地

事
業
が
13
億
7
千
万
円
で
す
。

補
正
予
算
で
は
、
一
般
会
計
が
、

6
億
3
千
万
円
補
正
し
、
総
額
98
億
円

に
な
り
、
過
去
10
年
で
最
も
大
き
な
金

額
に
な
り
ま
す
。

主
な
も
の
は
、
旧
丹
生
小
中
学
校
に

建
設
中
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
環
境
教
育
体
験

施
設
が
「
き
い
ぱ
す
」
と
い
う
名
称
で

来
年
4
月
に
オ
ー
プ
ン
し
ま
す
。

空
き
家
対
策
と
新
規
就
農
者
の
開

拓
と
し
て
、
平
成
27
年
度
に
開
設
し

た
久
々
子
地
区
の
「
蒼そ
う

舎し
ゃ

」
を
拠
点

に
美
浜
に
定
住
し
て
も
ら
う
、
ウ
ェ

ル
カ
ム
美
浜
人
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
業

に
1
千
万
円
。

各
保
育
園
で
園
児
へ
の
外
国
人
教
師

に
よ
る
英
語
学
習
、
わ
く
わ
く
キ
ッ
ズ

プ
ロ
グ
ラ
ム
事
業
に
1
0
0
万
円
。

東
京
日
本
橋
の
居
酒
屋
「
熟
成
魚

場
美
浜
町
」
が
、
日
向
地
区
に
発
酵

熟
成
魚
を
製
造
す
る
施
設
建
設
費
に

3
千
7
0
0
万
円
を
補
助
し
ま
す
。「熟成魚の盛り合わせ」

～熟成魚場美浜町のメニューの一品～

「わくわくキッズプロジェクト」
～園児の英語学習の様子～

「蒼
そうしゃ

舎」
～空き家を改装しました～

「きいぱす」
～エネルギー環境教育体験施設～
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平成28年度　一般会計9月補正予算概要

28 年度 一般会計補正予算（9 月） 6 億 3,769 万円を可決
補正後予算総額　98 億 20 万円

◎ 歳出予算の内訳（主要事項）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位 : 万円）
款 主　要　事　項 金　額 事　業　概　要　等

総 務 費

エネルギー環境教育体験施設整備事業 6,199 
電気自動車急速充電器や小型風力発電機の設置工
事費、小水力発電展示設備、教育用レゴなどの施
設備品購入費など

エネルギービジョン策定事業 3,974 エネルギービジョン策定業務委託料、ビジョン策
定委員会運営経費など

二酸化炭素排出抑制対策事業 994 平成 20 年度に策定した、美浜町地球温暖化対策実
行計画の改定業務委託料

ウエルカム美浜人プロジェクト事業 1,000 
多機能型体験施設の改修補助金、定住促進パンフ
レットの作成、空き家見学ツアーの実施、新・農業
人フェアへの出展など

美し美浜「インバウンド」雇用創出
プロジェクト事業 1,300 

美浜プロモーションビデオの作成、台湾インバウ
ンド誘致活動（ＰＲ）経費、エネルギー人材育成に
係る経費など

財政調整基金積立金 19,850 平成 27 年度歳入歳出決算上生じた剰余金（繰越金）
の 1/2 を積立てる

民 生 費

福祉計画策定事業 108 美浜町障害者基本計画、第 5 期障害福祉計画基礎
調査（アンケート調査）業務委託料

包括的支援体制構築事業 603 多機関の協働による包括的支援体制構築事業委託
料（美浜町社会福祉協議会）

わくわくキッズプログラム事業 101 
外国人講師による英語学習プログラムの増（12 回
→ 30 回）、アウトドア体験の実施（しじみ汁調理委
託）など

介護ロボット等導入支援事業 93 介護ロボット等導入支援事業補助金（赤外線見守り
システム導入補助）

農 林 水
産 業 費

県単小規模土地改良事業 1,004 農業用排水路改修工事（郷市、乙見地区）、ため池
立入防止柵改修工事（太田地区）など

発酵熟成ブランド推進事業 3,704 発酵熟成施設などの整備にかかる経費の補助、発
酵熟成ブランド推進業務委託料など

商 工 費

元気な美浜の地域振興支援事業 272 プレミアム商品券の発行（ふるさと商品券）にかか
る経費の補助

地域経済循環創造事業 3,704 
金融機関と連携しながら、民間事業者が事業化段
階で必要となる初期投資（施設整備等）にかかる経
費の補助

土 木 費
県営道路改良事業 716 県営道路改良工事負担金（松屋河原市線、佐田竹波

敦賀線、日向郷市線）

除雪対策経費 5,494 除雪作業・凍結防止剤散布委託料、除雪機械借上料
など、除雪にかかる経費

消 防 費 防災拠点施設整備事業 2,780 ソーラーＬＥＤ街灯設置工事費（役場庁舎周辺）

教 育 費

学校ＩＣＴ環境整備事業 36 遠隔授業・研修システム機器購入費

小学校施設改修事業 264 美浜東小学校校舎・体育館改修工事設計業務委託料

給食センター施設整備等更新事業 982 厨房設備更新工事費（電気式回転釜）
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平成 27 年度　特別会計別決算状況

平成 27 年度　歳入歳出決算の認定
◎ 歳入の状況　　　　　　　　　　　　    （単位：万円、％）

款 平成 26 年度 平成 27 年度 比較増減 増減率 構成比

町 税 254,827 261,608 6,781 2.7 28.0

地 方 譲 与 税 5,180 5,416 236 4.6 0.6

利子割交付金 328 279 △ 49 △ 14.9 0.0

配当割交付金 1,082 864 △ 218 △ 20.1 0.1

株式等譲渡所
得 割 交 付 金 622 752 130 20.9 0.1

地 方 消 費
税 交 付 金 12,537 20,912 8,375 66.8 2.2

自 動 車 取 得
税 交 付 金 712 1,167 455 63.9 0.1

地方特例交付金 227 182 △ 45 △ 19.8 0.0

地 方 交 付 税 93,864 99,402 5,538 5.9 10.6

交通安全対策
特 別 交 付 金 114 117 3 2.6 0.0

分 担 金 及
び 負 担 金 13,562 12,027 △ 1,535 △ 11.3 1.3

使 用 料 及
び 手 数 料 8,448 8,938 490 5.8 1.0

国 庫 支 出 金 158,234 186,843 28,609 18.1 20.0

県 支 出 金 75,412 118,968 43,556 57.8 12.7

財 産 収 入 2,919 1,422 △ 1,497 △ 51.3 0.1

寄 附 金 114 1,948 1,834 1,608.8 0.2

繰 入 金 22,900 87,707 64,807 283.0 9.4

繰 越 金 43,612 36,500 △ 7,112 △ 16.3 3.9

諸 収 入 23,316 23,982 666 2.9 2.6

町 債 51,078 66,053 14,975 29.3 7.1

歳 入 合 計 769,088 935,087 165,999 21.6 100.0

◎ 歳出の状況　　　　　　　　　　　　    （単位：万円、％）

款 平成 26 年度 平成 27 年度 比較増減 増減率 構成比

議 会 費 10,103 10,858 755 7.5 1.2 

総 務 費 124,677 134,826 10,149 8.1 15.1 

民 生 費 151,230 149,057 △ 2,173 △ 1.4 16.7 

衛 生 費 119,772 126,577 6,805 5.7 14.2 

労 働 費 3,778 3,840 62 1.6 0.4 

農 林 水 産 業 費 54,647 60,217 5,570 10.2 6.7 

商 工 費 18,241 47,816 29,575 162.1 5.4 

土 木 費 72,523 105,271 32,748 45.2 11.8 

消 防 費 30,954 44,396 13,442 43.4 5.0 

教 育 費 100,237 175,011 74,774 74.6 19.6 

公 債 費 36,859 34,916 △ 1,943 △ 5.3 3.9 

災 害 復 旧 費 9,566 0 △ 9,566 皆減 0.0 

歳 出 合 計 732,587 892,785 160,198 21.9 100.0 

◉平成 27 年度
　一般会計歳入歳出決算の概要

平成 27 年度一般会計歳入決算額は、93 億
5,087 万円となりました。町税等の自主財源
は全体の 46.4％となりました。

また歳出決算額は 89 億 2,785 万円となり、
歳入歳出とも前年度より増額決算となりま
した。
（詳細額は表の通りです。）

会　　計　　名 歳入総額 歳出総額 歳入歳出差引額

特
　
別
　
会
　
計

診 療 所 事 業 特 別 会 計 15,860 万円 15,844 万円 16万円

国 民 健 康 保 険 事 業 特 別 会 計 145,173 万円 138,683 万円 6,490万円

後 期 高 齢 者 医 療 事 業 特 別 会 計 11,142 万円 11,136 万円 6万円

介 護 保 険 事 業 特 別 会 計
( 介 護 保 険 事 業 勘 定 ) 112,290 万円 110,279 万円 2,011万円

介 護 保 険 事 業 特 別 会 計
( 介 護 サ ー ビ ス 事 業 勘 定 ) 578 万円 578 万円 0万円

簡 易 水 道 事 業 特 別 会 計 11,114 万円 9,710 万円 1,404万円

集 落 排 水 処 理 事 業 特 別 会 計 15,941 万円 15,924 万円 17万円

公 共 下 水 道 事 業 特 別 会 計 49,719 万円 49,692 万円 27万円

産 業 団 地 事 業 特 別 会 計 137,581 万円 137,581 万円 0万円

住 宅 団 地 事 業 特 別 会 計 54,335 万円 54,335 万円 0万円

道 路 用 地 取 得 事 業 特 別 会 計 27,173 万円 26,949 万円 224万円

小　　計 580,906 万円 570,711 万円 10,195万円
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常
任
委
員
会
の
動
き

に
配
布
す
る
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
で
、
新
規
就

農
者
と
し
て
美
浜
へ
行
け
ば
、
ど
の
よ
う

な
農
業
支
援
を
受
け
ら
れ
る
か
な
ど
を
ま

と
め
た
農
業
支
援
版
の
2
種
類
を
作
成
し

た
い
。
特
に
暮
ら
し
版
は
、
今
後
広
く
活

用
で
き
る
も
の
に
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

（
農
林
水
産
業
費
か
ら
土
木
費
ま
で
）

発
酵
熟
成
ブ
ラ
ン
ド
推
進
事
業
補

助
金
に
つ
い
て
の
説
明
を
。

日
向
地
区
に
建
設
を
予
定
し
て
い

る
熟
成
魚
の
水
産
加
工
場
建
設
で

総
事
業
費
4
5
0
0
万
円
に
対
し
、
県
か

ら
3
0
0
0
万
円
と
町
か
ら
3
7
5
万

円
、
合
計
3
3
7
5
万
円
の
補
助
金
を

支
出
す
る
。

地
域
経
済
循
環
創
造
事
業
に
つ
い

て
の
説
明
を
。

国
の
補
助
を
受
け
て
千
鳥
苑
が
改

修
す
る
補
助
事
業
で
、
内
容
は

浜
焼
き
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
ハ
ウ
ス
の
新
設
、

ビ
ア
ガ
ー
デ
ン
テ
ラ
ス
の
増
築
、
観
光

案
内
所
、
ト
イ
レ
の
設
置
、
店
の
内
装

を
変
え
て
観
光
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
を
設

置
す
る
計
画
書
を
提
出
し
て
い
る
。
そ

の
中
で
公
衆
無
線
L
A
N
の
新
設
、
ま

た
大
型
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
を
設
置
し
、
観

光
P
R
が
で
き
る
よ
う
に
改
修
し
た
い

と
の
こ
と
で
あ
る
。

（
消
防
費
か
ら
教
育
費
ま
で
）

学
校
I
C
T
環
境
整
備
事
業
で
情

報
端
末
機
器
の
購
入
費
と
あ
る
が
、

何
を
購
入
す
る
の
か
。

県
内
の
各
小
学
校
に
遠
隔
授
業
や

他
と
の
交
流
が
で
き
る
シ
ス
テ
ム

を
県
が
、
三
ケ
年
を
か
け
て
導
入
す
る
事

業
で
あ
る
。
今
回
、
県
の
半
額
補
助
を
受

け
教
育
委
員
会
事
務
局
に
モ
ニ
タ
ー
や

ノ
ー
ト
パ
ソ
コ
ン
、
テ
レ
ビ
会
議
が
で
き

る
シ
ス
テ
ム
を
設
置
す
る
。

地
区
公
民
館
施
設
整
備
事
業
に
つ

い
て
、
各
地
区
公
民
館
の
整
備
や

各
集
落
の
集
会
所
の
改
築
な
ど
の
要
望
は

現
在
ど
の
よ
う
な
状
況
か
。

地
区
公
民
館
の
整
備
は
、
北
西
郷

地
区
公
民
館
の
調
理
実
習
室
の
換

気
扇
設
置
工
事
を
計
上
し
て
い
る
。
各
集

落
セ
ン
タ
ー
に
対
す
る
要
望
は
近
年
増
え

て
き
て
い
る
。
町
と
し
て
は
補
助
制
度
を

設
け
て
お
り
、
本
年
度
も
そ
の
補
助
を
受

け
て
実
施
す
る
集
落
が
あ
る
。

【
歳
入
】

（
歳
入
全
般
に
つ
い
て
）

ま
ち
づ
く
り
基
金
の
減
少
が
著
し

い
が
、
今
後
大
丈
夫
な
の
か
。

選
択
と
集
中
を
し
な
が
ら
政
策
の

執
行
に
あ
た
り
、
健
全
な
財
政
化

を
進
め
て
い
く
た
め
に
、
計
画
的
な
積
み

立
て
を
、
先
を
見
据
え
な
が
ら
取
り
組
ん

で
い
き
た
い
。

以
上
の
審
査
を
終
了
し
、
16
議
案
を
承
認

し
ま
し
た
。　

   　
　
　
　
　

 

（
川
畑
記
）

◉
平
成
27
年
度
美
浜
町
一
般
会
計
歳
入

　
歳
出
決
算
の
認
定
に
つ
い
て

【
総
務
費
】

ふ
る
さ
と
創
造
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

事
業
で
、
雲
谷
山
の
案
内
看
板

設
置
と
登
山
マ
ッ
プ
作
成
に
関
す
る

3
2
4
万
円
の
説
明
を
。

平
成
27
年
度
は
ソ
フ
ト
事
業
を
実

施
し
、
登
山
道
の
マ
ッ
プ
作
成
や

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
「
も
み
じ
ん
」
の
製
作
、

登
山
道
の
案
内
看
板
の
製
作
な
ど
の
計
画

策
定
業
務
が
含
ま
れ
て
い
る
。

（
農
林
水
産
業
費
）

農
業
基
本
計
画
で
儲
か
る
農
業
を

掲
げ
て
い
る
が
実
際
ど
う
す
れ
ば

儲
か
る
農
業
が
で
き
る
の
か
説
明
を
。

昨
年
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
を
立
ち

上
げ
25
項
目
を
計
画
し
、
現
在
、

15
棟
の
ハ
ウ
ス
の
導
入
な
ど
既
に
15
〜
16

事
業
に
つ
い
て
は
活
用
さ
れ
て
い
る
と
こ

ろ
で
あ
り
、
町
と
し
て
は
、
園
芸
作
物
を

中
心
と
し
た
、
複
合
型
農
業
を
目
指
す
こ

と
が
必
要
と
考
え
て
い
る
。

（
教
育
費
）

歴
史
文
化
館
と
国
吉
城
歴
史
資
料
館

の
入
場
料
、
各
1
0
0
円
を
セ
ッ
ト

に
し
て
1
5
0
円
で
販
売
し
て
は
ど
う
か
。

歴
史
文
化
館
は
オ
ー
プ
ン
し
て
ま

だ
数
ケ
月
な
の
で
、
利
用
状
況
を

見
な
が
ら
判
断
し
て
い
き
た
い
。

◉
平
成
28
年
度
美
浜
町
一
般
会
計
補
正

　
予
算（
第
2
号
）

【
歳
出
】

（
総
務
費
か
ら
衛
生
費
ま
で
）

ウ
エ
ル
カ
ム
美
浜
人
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
事
業
で
、
定
住
促
進
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
の
作
成
業
務
が
あ
る
が
ど
の
よ
う

な
も
の
か
。

美
浜
町
に
暮
ら
せ
ば
、
ど
の
よ
う
な

生
活
支
援
が
受
け
ら
れ
る
の
か
を
ま

と
め
た
暮
ら
し
版
と
、
東
京
、
大
阪
で
開

催
さ
れ
る
新
農
業
人
フ
ェ
ア
ー
の
出
展
時

答

答答

答

答 答

答 答答

問問

問問 問

問問

問問

予
算
決
算

常
任
委
員
会

付
託
案
件
16
件
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◉
美
浜
町
手
数
料
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

広
告
物
の
表
示
許
可
手
数
料
の
改

正
は
、
今
回
県
の
屋
外
広
告
物
条

例
が
大
幅
に
改
正
さ
れ
た
か
ら
か
。

禁
止
区
域
の
細
分
化
と
許
可
地
域
の

変
更
、
標
識
の
規
制
が
強
化
さ
れ
た

こ
と
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

◉
美
浜
町
公
民
館
の
設
置
及
び
管
理
に
関

す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の

制
定
に
つ
い
て

昨
年
度
に
北
地
区
公
民
館
を
モ
デ

ル
事
業
と
し
て
開
館
し
て
い
る
が
、

モ
デ
ル
と
し
て
い
る
の
は
施
設
か
、
そ
れ

と
も
運
営
面
か
。

公
民
館
で
の
活
動
や
運
営
面
を
モ

デ
ル
に
し
て
い
る
。

山
東
公
民
館
は
、
佐
田
出
張
所
に

併
設
し
て
い
る
が
、
こ
の
広
さ
で

公
民
館
活
動
は
で
き
る
の
か
。

現
在
の
佐
田
出
張
所
で
は
狭
い
の

で
、
佐
田
公
民
館
や
東
小
学
校
の

空
き
教
室
を
利
用
し
て
活
動
し
て
い
き
た

い
。
し
か
し
、
公
民
館
は
住
民
の
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
の
場
所
と
し
て
必
要
な
の
で
、
今

後
、
山
東
公
民
館
と
し
て
充
実
す
る
よ
う

準
備
を
進
め
て
い
き
た
い
。

◉
美
浜
町
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
条
例
の

　
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

入
所
定
員
が
概
ね
30
人
と
い
う
設
定

は
施
設
の
広
さ
な
の
か
、
そ
れ
と
も

　

今
年
度
の
産
業
厚
生
常
任
委
員
会
の
視

察
研
修
は
、
3
項
目
の
目
的
を
持
っ
て
実

施
し
ま
し
た
。

⑴
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
活
用
で
地
域

の
活
性
化
を
推
進
し
て
い
る
先
進
地
を

視
察
す
る

　

滋
賀
県
湖
南
市
で
は
、
市
か
ら
流
出
す

る
エ
ネ
ル
ギ
ー
料
金
を
算
定
し
、
そ
の
総

額
を
市
民
、
企
業
を
含
め
て
市
全
体
で
回

収
す
る
た
め
の
シ
ス
テ
ム
を
構
築
し
「
湖

南
市
地
域
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
基
本
条
例
」

を
制
定
し
て
い
ま
す
。
市
内
で
生
ま
れ
る

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
全
て
、
す
な
わ
ち
太
陽
光

発
電
、
小
水
力
発
電
、
サ
ツ
マ
イ
モ
発
電
、

バ
イ
オ
マ
ス
熱
活
用
等
を
「
市
民
共
同
発

電
所
」
と
し
て
管
理
。
作
っ
た
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
販
売
し
て
利
益
を
地
域
振
興
券
に

替
え
て
分
配
し
、
経
済
の
地
域
内
循
環
を

計
っ
て
い
ま
す
。

⑵
エ
ネ
ル
ギ
ー
環
境
教
育
体
験
館
「
き
い

ぱ
す
」
の
開
館
を
控
え
て
、
展
示
体
験

館
の
あ
り
方
を
視
察
す
る

　
「
京
都
市
鉄
道
博
物
館
」
で
は
鉄
道

1
0
0
年
の
歴
史
を
わ
か
り
や
す
く
展

示
す
る
と
と
も
に
、
実
際
の
運
転
士
の
シ

ミ
ュ
レ
ー
タ
ー
を
使
っ
た
体
験
等
、
子
供

の
興
味
が
将
来
の
鉄
道
技
師
に
な
り
た
い

と
い
う
夢
を
与
え
て
い
ま
す
。

⑶
将
来
型
「
道
の
駅
」
の
あ
り
方
を
研
修

す
る

　

滋
賀
県
栗
東
市
「
ア
グ
リ
の
里
栗
東
」

で
は
地
産
品
を
使
っ
た
パ
ン
工
房
、
ジ
ェ

ラ
ー
ト
工
房
、
豆
腐
工
房
、
餅
工
房
等
を

開
設
し
、
レ
ス
ト
ラ
ン
も
併
設
し
て
、
地

域
と
誘
客
を
結
ぶ
工
夫
を
多
く
取
り
込
ん

で
い
ま
す
。

　

い
ず
れ
も
美
浜
町
が
今
後
学
ぶ
べ
き
課

題
で
す
の
で
参
考
に
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。　
　
　
　
　
　

 

（
浜
野
記
）

入
所
予
定
者
を
想
定
し
て
決
め
た
の
か
。

施
設
の
広
さ
も
見
な
が
ら
従
来
の

条
例
に
則
し
て
概
ね
30
名
と
し
た
。

学
校
再
編
に
よ
っ
て
距
離
、
時
間

な
ど
使
い
勝
手
が
悪
い
よ
う
に
思

う
が
ど
う
か
。

今
回
小
学
校
に
隣
接
し
て
施
設
が
整

い
、
距
離
的
な
不
公
平
が
無
く
な
っ

た
。
児
童
の
帰
り
に
つ
い
て
は
保
護
者
に

お
願
い
し
て
い
る
。

◉
陳
情
第
１
号
「
地
方
財
政
の
充
実
・

強
化
を
求
め
る
意
見
書
採
択
」

に
つ
い
て
は
一
部
採
択
し
ま
し
た
。

（
梅
津
記
）

答答 答

答答

問問問 問

問

美浜中央児童クラブ（旧弥美幼稚園）

視察の様子（湖南市役所）

総
務
文
教

常
任
委
員
会

付
託
案
件
3
件

産
業
厚
生

常
任
委
員
会

8
月
22
日
実
施
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【 

8
月
17
日（
7
件
） 

】

⑴
植
物
工
場
の
誘
致
に
つ
い
て

山
上
地
係
の
遊
休
農
地
を
利
用
し
て

『
カ
ジ
ノ
ン
株
式
会
社
』
が
美
浜
町
で
2

番
目
の
植
物
工
場
を
建
設
し
ま
す
。
来
年

春
頃
操
業
の
予
定
で
進
め
ら
れ
ま
す
。

⑵
地
域
経
済
循
環
創
造
事
業
に
つ
い
て

今
回
、『
株
式
会
社
千
鳥
苑
』
が
観
光

に
お
い
て
の
拠
点
化
施
設
と
し
て
国
の

補
助
事
業
に
申
請
し
、
施
設
整
備
等
の

工
事
を
予
定
し
て
い
ま
す
。（
総
事
業
費

1
億
2
千
万
円
、
内
3
千
7
0
0
万
円

を
補
助
す
る
も
の
で
す
。）

⑶
発
酵
熟
成
ブ
ラ
ン
ド
推
進
事
業
に
つ
い
て

地
域
創
生
事
業
の
一
環
と
し
て
美
浜
町

日
向
で
古
く
か
ら
あ
る
独
自
の
発
酵
熟
成

文
化
を
ブ
ラ
ン
ド
化
す
る
事
業
を
展
開
し

ま
す
。
日
向
地
区
に
「
塩
ぶ
り
」、「
熟

成
魚
」
の
加
工
施
設
を
建
設
し
都
心
へ

の
販
売
を
計
画
し
て
い
ま
す
。（
予
算
は

3
千
7
0
0
万
円
）

⑷
福
祉
支
援
セ
ン
タ
ー
『
あ
い
ぱ
る
』
の

　
運
営
状
況
に
つ
い
て

昨
年
開
設
し
た
『
あ
い
ぱ
る
』
の
運
営

は
順
調
に
推
移
し
て
い
ま
す
。

⑸
若
狭
美
浜
イ
ン
タ
ー
産
業
団
地
第
2
期

　
整
備
工
事
に
つ
い
て

今
年
3
月
に
第
1
期
工
事
が
完
了
し
、

1
区
画
が
売
却
さ
れ
、
ア
イ
ケ
ー
プ
ラ
ス

ト
㈱
の
第
4
工
場
が
来
年
3
月
操
業
の
予

定
で
建
設
さ
れ
ま
す
。
更
に
今
後
、
第
2

期
工
事
が
来
年
3
月
の
完
成
予
定
で
進
め

ら
れ
ま
す
。

⑹
総
合
運
動
公
園
野
球
場
改
修
工
事
に
つ
い
て

平
成
30
年
の
福
井
国
体
に
向
け
主
管
す

る
競
技
施
設
の
改
修
を
し
て
い
ま
す
。
昨

年
は
軟
式
野
球
場
の
土
の
入
れ
替
え
、
芝

生
の
張
替
え
等
を
実
施
し
ま
し
た
。
今
年

は
バ
ッ
ク
ネ
ッ
ト
、
電
光
掲
示
板
や
観
客

席
シ
ー
ト
な
ど
を
整
備
し
ま
す
。
ま
た
、

多
目
的
運
動
場
の
整
備
も
行
い
ま
す
。

⑺
地
方
創
生
交
付
金
に
つ
い
て

国
の
施
策
で
あ
る
地
方
創
生
加
速
化

交
付
金
事
業
が
今
回
採
択
さ
れ
、『
ウ
エ

ル
カ
ム
美
浜
人
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
業
』、

『
美
し
美
浜
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
雇
用
創
出
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
業
』
が
2
千
3
0
0
万

円
で
実
施
さ
れ
ま
す
。　
　

  

（
竹
仲
記
）

【 

9
月
14
日（
4
件
） 

】

◦
美
浜
発
電
所
３
号
機
の
原
子
炉
設
置
変

更
許
可
申
請
等
の
状
況

◦
日
本
原
子
力
研
究
開
発
機
構
の
保
安
措

置
命
令
の
対
応
状
況

◦
レ
イ
ク
ヒ
ル
ズ
美
方
病
院
の
経
営
状
況

　

の
３
件
に
つ
い
て

　
　

現
在
の
状
況
と
課
題
に
つ
い
て
協
議

し
ま
し
た
。
発
電
所
に
関
し
て
は
、
原

子
力
規
制
委
員
会
か
ら
審
査
書
の
概
要

に
つ
い
て
説
明
を
受
け
た
上
で
、
関
西

電
力
か
ら
は
新
規
制
基
準
の
適
合
に
向

け
た
安
全
対
策
強
化
を
盛
り
込
ん
だ
許

可
申
請
の
状
況
の
報
告
、
説
明
を
受
け

ま
し
た
。

◦
県
立
艇
庫
の
指
定
管
理
に
つ
い
て

　
　

県
が
管
理
す
る
新
艇
庫
の
現
状
で
は

使
い
勝
手
が
悪
い
と
い
う
指
摘
が
あ
り

ま
し
た
。

　
　

担
当
課
か
ら
、
福
井
国
体
の
選
手
育

成
、
強
化
の
た
め
に
は
国
体
終
了
を
待

た
ず
、
出
来
る
限
り
早
い
時
期
に
町
へ

管
理
を
任
せ
て
も
ら
え
る
よ
う
に
働
き

か
け
て
行
き
た
い
と
の
こ
と
で
し
た
。

◦
福
井
県
園
芸
拠
点
施
設
整
備
事
業
に
つ

い
て

　
　

県
は
「
し
尿
処
理
場
」
の
跡
地
を
利

用
し
て
、
園
芸
セ
ン
タ
ー
を
拡
大
・
整

備
す
る
計
画
で
す
。
町
は
、
県
の
計
画

を
活
性
化
に
繋
げ
る
よ
う
働
き
か
け
て

い
き
た
い
と
い
う
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

（
兵
庫
記
）

日向の塩ぶり

福井県立三方青年の家艇庫

全

員

協

議

会



美
浜
・
美
方 
中
高
一
貫
教
育
制
度

に
つ
い
て
今
後
、
見
直
し
の
考
え
は

10
年
を
経
過
し
継
続
す
る
た
め
の
協
議
が
必
要

美
浜
中
学
校
の
部
活
動
の
あ
り
方
に
つ
い

て
、
全
国
的
に
問
題
視
さ
れ
て
い
る
が

美
浜
町
で
も
同
様
の
悩
み
が
あ
る
が

お
お
む
ね
良
好
で
あ
る

松
く
い
虫
防
除
に
つ
い
て

学
校
教
育
に
つ
い
て

8美浜町議会だより　2016年秋号

9 月定例会では 4人の議員が一般質問に立ち、
町行政について、問いただしました。質 問

中
高
一
貫
教
育
制
度
は
導
入
当
初
と
比

較
す
る
と
希
望
生
徒
数
が
減
少
し
て
い

る
が
、
ど
う
評
価
す
る
か
。

近
年
は
進
学
へ
の
選
択
肢
が
広
く
な
っ

た
こ
と
、
中
高
一
貫
は
早
く
か
ら
進
路

が
拘
束
さ
れ
る
の
で
こ
れ
が
嫌
と
い
う
こ
と
、

ま
た
、
全
体
的
に
生
徒
数
の
減
少
な
ど
が
要
因

で
は
な
い
か
と
思
う
。

美
浜
・
美
方
の
中
高
一
貫
教
育
制
度
は

実
施
し
て
か
ら
10
年
を
経
過
し
て
い

る
。
今
後
、
実
情
に
合
わ
せ
た
形
で
の
見
直

し
が
必
要
で
は
な
い
か
。

中
高
一
貫
教
育
制
度
に
は
、
連
携
型
、

併
設
型
、
中
等
教
育
学
校
等
色
々
の
形

態
が
あ
る
。
10
年
を
経
過
し
て
振
り
返
り
考
え

る
時
期
と
は
思
う
が
、
編
成
の
主
体
は
福
井
県

に
あ
る
の
で
、
県
と
2
町
で
今
後
協
議
し
て
い

き
た
い
。美

浜
中
学
校
は
本
人
の
意
志
に
関
係
な

く
全
入
部
制
が
取
ら
れ
て
い
る
の
か
。

美
浜
中
で
は
以
前
は
全
員
部
活
に
参
加

さ
せ
て
い
た
が
、
最
近
は
任
意
の
希
望

入
部
制
を
取
っ
て
い
る
。
現
状
は
自
主
的
に
生

徒
の
99
％
が
加
入
し
て
い
る
。

美
浜
町
第
五
次
振
興
計
画
林
業
の
振
興
の
中

で
主
要
施
策
で
あ
る
環
境
保
全
を
重
視
し
た

森
づ
く
り
で
松
く
い
虫
被
害
防
止
事
業
と
し
て
毎
年

一
般
財
源
か
ら
巨
額
な
投
資
を
行
っ
て
い
る
が
効
果

が
上
が
っ
て
い
な
い
。
い
つ
ま
で
防
除
を
継
続
し
て

行
く
の
か
県
、
町
の
考
え
を
問
う
。

費
用
対
効
果
の
面
か
ら
色
々
と
指
摘
も
あ
っ

た
が
散
布
を
中
止
す
る
と
一
年
で
周
辺
の
健

全
な
木
が
全
滅
す
る
と
言
わ
れ
て
い
る
。
散
布
を
継

続
し
て
行
け
ば
一
挙
に
枯
ら
す
こ
と
は
無
い
。
空
中

散
布
は
平
成
に
な
っ
て
6
0
0
㌶
散
布
し
て
来
た
が

環
境
問
題
等
や
経
済
効
果
を
考
え
1
8
0
㌶
に
減
ら

し
た
が
山
林
保
水
に
よ
る
自
然
災
害
防
止
の
観
点
か

ら
温
存
が
必
要
と
考
え
る
。
四
分
の
三
の
県
補
助
を

活
用
し
な
が
ら
今
後
共
、
防
災
面
で
散
布
は
継
続
し

て
い
き
た
い
と
考
え
る
。

毎
年
山
林
被
害
調
査
を
実
施
し
処
置
対
応
に

あ
た
っ
て
い
る
。
近
年
は
被
害
ピ
ー
ク
時
の

20
％
程
度
に
収
ま
っ
て
い
る
。
県
の
支
援
を

頂
き
完
全
に
は
被
害
を
止
め
る
こ
と
は
出
来
な
い
が

被
害
量
を
最
少
減
に
し
て
い
き
た
い
。
ま
た
、
松
以

外
の
広
葉
樹
の
展
開
が
必
要
な
と
こ
ろ
に
つ
い
て

は
、
今
後
積
極
的
に
対
応
し
て
い
き
た
い
。

中
教
審
特
別
部
会
が
2
0
2
0
年
度
か
ら
順

次
ス
タ
ー
ト
し
ょ
う
と
し
て
い
る
新
学
習
指

導
要
領
の
審
議
案
で
は
「
ゆ
と
り
教
育
」
を
奪
う
と

報
じ
ら
れ
て
い
る
。
心
豊
か
な
人
間
の
育
成
、
生
き

る
力
の
育
成
を
主
眼
と
し
な
が
ら
学
力
向
上
の
成
果

を
強
く
求
め
て
い
る
が
本
部
会
で
の
検
討
過
程
で
意

見
聴
取
や
教
職
員
の
反
応
は
ど
う
な
の
か
。
ま
た
、

町
の
教
育
行
政
の
方
向
性
は
。

部
活
顧
問
に
は
対
象
部
活
の
経
験
が
全

く
無
く
て
も
教
員
が
そ
の
任
に
当
た
ら

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
聞
い
て
い
る
。
こ
の

辺
の
教
員
の
過
度
な
負
担
な
ど
実
態
は
ど
う

な
っ
て
い
る
の
か
。

生
徒
数
の
減
少
に
よ
り
、
教
員
数
も
減
少

し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
経
験
の
な
い
部
活

の
顧
問
に
な
っ
て
頂
い
て
い
る
こ
と
が
多
々
あ

り
、
教
員
の
負
担
に
な
っ
て
い
る
こ
と
は
事
実

で
あ
る
。
し
か
し
、
狙
い
で
あ
る
生
徒
指
導
や

育
成
の
部
分
で
は
や
っ
て
い
た
だ
く
価
値
が
あ

る
と
考
え
て
い
る
。
美
浜
中
で
は
6
時
に
は
練

習
を
終
了
し
て
お
り
、
副
顧
問
を
つ
け
た
り
し

て
教
員
全
員
で
部
活
動
に
あ
た
っ
て
い
る
。

教
員
の
負
担
軽
減
や
目
的
を
持
っ
た
部

活
動
に
す
る
た
め
に
も
専
門
の
指
導
者

を
外
部
か
ら
導
入
し
て
は
ど
う
か

現
在
、
5
つ
の
部
に
つ
い
て
は
外
部

コ
ー
チ
を
お
願
い
し
て
い
る
。
費
用
は

県
費
に
よ
り
年
間
30
回
で
1
回
２
千
円
を
支

払
っ
て
い
る
。
外
部
コ
ー
チ
は
い
く
つ
か
の
制

約
が
あ
る
の
で
、
も
う
少
し
活
動
し
や
す
い
よ

う
な
改
善
を
検
討
し
て
い
る
。

少
子
化
の
影
響
で
生
徒
数
が
こ
こ
10
年

で
約
1
0
0
名
減
で
あ
る
。
今
後
、

団
体
種
目
の
チ
ー
ム
編
成
が
困
難
に
な
る
と

考
え
る
。
部
活
動
の
今
後
を
ど
の
よ
う
に
考

え
る
の
か
。

現
在
13
の
部
活
動
が
あ
る
が
、
部
員
数

が
少
な
く
来
年
以
降
、
試
合
が
で
き
な

い
部
が
実
際
に
出
て
く
る
。

今
後
、
P
T
A
、
生
徒
や
そ
の
親
な
ど
と
し
っ

か
り
と
話
し
合
い
を
し
、
部
活
動
の
整
備
を
順

次
進
め
て
い
く
。

小
学
児
童
で
実
施
し
て
い
る
ス
ポ
ー
ツ

少
年
団
ク
ラ
ブ
活
動
を
中
学
校
に
入
っ

て
も
そ
の
ま
ま
継
続
し
て
、
中
学
校
の
部
活

動
と
し
て
認
め
る
こ
と
は
出
来
な
い
か
。

現
在
の
中
体
連
の
規
則
に
照
ら
し
合
わ

せ
る
と
、
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
で
は
中
学

校
競
技
に
参
加
が
認
め
ら
れ
て
い
な
い
。
ま
た
、

美
浜
中
学
校
と
三
方
中
学
校
の
生
徒
が
一
緒
に

活
動
を
行
う
こ
と
も
考
え
ら
れ
、
そ
れ
も
参
加

が
認
め
ら
れ
て
い
な
い
。
福
井
県
中
学
校
全
体

で
考
え
る
こ
と
が
必
要
か
ら
、
こ
の
改
革
は
ま

だ
少
し
時
間
を
要
す
る
と
思
う
。

学
習
指
導
要
領
と
は
、
学
校
教
育
法
施
行
規

則
に
定
め
る
と
こ
ろ
の
文
部
科
学
大
臣
が
発

す
る
教
育
課
程
の
基
準
で
あ
る
。
こ
れ
を
基
に
教
育

の
目
標
、
指
導
す
べ
き
内
容
等
が
編
集
さ
れ
て
い

る
。
中
央
教
育
審
議
会
が
審
議
し
て
い
く
過
程
で
は

地
方
の
声
、
意
見
を
聞
い
た
り
は
し
て
い
な
い
。
た

だ
し
、
全
国
の
小
中
学
校
長
の
会
長
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
会

長
、
教
育
長
会
会
長
が
入
っ
て
お
り
常
に
代
表
者
の

声
を
反
映
し
て
い
る
。
個
性
と
能
力
を
伸
ば
し
、
夢

を
実
現
す
る
人
づ
く
り
を
学
校
教
育
の
中
で
貫
い
て

ま
い
り
た
い
と
考
え
て
い
る
。
ま
た
、
ゆ
と
り
の
無

い
教
育
に
近
づ
く
事
に
関
し
て
も
今
後
検
討
し
て
い

き
た
い
と
考
え
る
。

新
学
習
指
導
要
領
改
訂
の
特
徴
の
中
で
「
ア

ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
」
導
入
で
今
ま
で

は
何
を
学
ぶ
か
が
中
心
で
あ
っ
た
が
ど
の
様
に
学
ぶ

か
の
視
点
を
目
指
す
と
言
っ
た
知
識
偏
重
の
一
方
的

に
教
え
る
講
義
式
か
ら
対
話
や
討
議
を
重
複
さ
せ
な

が
ら
児
童
生
徒
が
自
ら
課
題
を
見
つ
け
能
動
的
に
解

決
し
て
行
く
手
法
で
あ
り
難
題
と
思
う
が
教
育
長
と

し
て
の
ご
見
解
は
。

体
験
的
な
学
習
法
で
自
分
が
主
役
に
な
っ
て

色
々
な
形
で
課
題
に
対
し
て
働
き
か
け
な
が

ら
、
自
分
の
思
い
を
作
っ
て
い
く
格
好
に
な
っ
て

い
る
。
学
習
の
底
辺
に
基
礎
、
基
本
的
な
力
を
身

に
付
け
、
進
め
て
い
く
と
い
う
こ
と
で
そ
の
上
に

乗
っ
て
体
験
的
な
学
習
を
し
て
い
く
こ
と
に
な
ろ

う
か
と
思
う
。

近
年
美
浜
中
学
校
の
ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
部
は
先

細
り
で
今
や
部
員
数
は
10
名
程
度
と
お
聞

き
し
て
い
る
。
活
性
化
を
図
る
為
に
も
指
導
教
師

の
確
保
と
小
中
校
生
に
吹
奏
楽
の
魅
力
と
興
味
を

持
っ
て
頂
け
る
様
、
先
進
校
と
の
交
流
演
奏
会
を

定
期
的
に
開
催
し
部
員
へ
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
と
新

部
員
確
保
に
努
め
て
頂
き
2
0
1
8
年
開
催
の
福

井
国
体
へ
の
参
画
等
社
会
貢
献
へ
の
醸
成
と
部
活

の
存
続
と
活
性
化
を
図
っ
て
頂
き
た
い
と
考
え
る

が
教
育
長
の
見
解
は
。

少
子
化
、
生
徒
数
の
減
少
が
大
き
な
課
題
に

な
っ
て
部
活
に
も
影
響
し
て
い
る
。
部
活
動

の
在
り
方
に
つ
い
て
は
学
校
内
で
検
討
さ
れ
て
い
く

と
思
う
。
指
導
者
の
問
題
で
あ
る
が
な
か
な
か
ブ
ラ

ス
バ
ン
ド
を
希
望
し
て
来
て
頂
け
る
教
師
は
い
な

い
。
今
は
音
楽
の
教
師
が
担
当
し
指
導
し
て
い
る
が

今
後
は
指
導
者
の
育
成
に
も
配
慮
し
て
い
き
た
い
。

ま
た
、
演
奏
会
へ
の
参
加
に
つ
い
て
は
早
め
に
計
画

し
な
が
ら
取
り
入
れ
て
行
く
様
、
検
討
し
た
い
。
国

体
へ
の
参
画
は
難
し
い
点
が
あ
る
の
で
美
方
高
校
と

の
連
携
ま
た
は
三
方
中
学
校
合
同
演
奏
す
る
方
法
等

も
あ
る
の
で
今
後
検
討
し
て
い
き
た
い
。

農林水産
課長

教育
長

教育
長

教育
長

教育
長

教育
長

教育
長

教育
長

町長

教育
長

教育
長

教育
長

問

問問

問問

問問問 問

問

竹仲 良廣 議員

梅津 隆久 議員

問



進
出
企
業
の
町
内
雇
用
を
積
極
的
に

国
道
、
県
道
の
管
理
を
十
分
に

有
望
な
ボ
ー
ト
選
手
の
確
保
を
推
進

広
域
避
難
計
画
の
実
行
性
の
確
認
に
つ
い
て

駅
周
辺
を
生
活
拠
点
ゾ
ー
ン
と
し
て

長
期
的
に
開
発

9

一 般質問、返答については質問者の
文責で掲載しています。

部
活
顧
問
に
は
対
象
部
活
の
経
験
が
全

く
無
く
て
も
教
員
が
そ
の
任
に
当
た
ら

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
聞
い
て
い
る
。
こ
の

辺
の
教
員
の
過
度
な
負
担
な
ど
実
態
は
ど
う

な
っ
て
い
る
の
か
。

生
徒
数
の
減
少
に
よ
り
、
教
員
数
も
減
少

し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
経
験
の
な
い
部
活

の
顧
問
に
な
っ
て
頂
い
て
い
る
こ
と
が
多
々
あ

り
、
教
員
の
負
担
に
な
っ
て
い
る
こ
と
は
事
実

で
あ
る
。
し
か
し
、
狙
い
で
あ
る
生
徒
指
導
や

育
成
の
部
分
で
は
や
っ
て
い
た
だ
く
価
値
が
あ

る
と
考
え
て
い
る
。
美
浜
中
で
は
6
時
に
は
練

習
を
終
了
し
て
お
り
、
副
顧
問
を
つ
け
た
り
し

て
教
員
全
員
で
部
活
動
に
あ
た
っ
て
い
る
。

教
員
の
負
担
軽
減
や
目
的
を
持
っ
た
部

活
動
に
す
る
た
め
に
も
専
門
の
指
導
者

を
外
部
か
ら
導
入
し
て
は
ど
う
か

現
在
、
5
つ
の
部
に
つ
い
て
は
外
部

コ
ー
チ
を
お
願
い
し
て
い
る
。
費
用
は

県
費
に
よ
り
年
間
30
回
で
1
回
２
千
円
を
支

払
っ
て
い
る
。
外
部
コ
ー
チ
は
い
く
つ
か
の
制

約
が
あ
る
の
で
、
も
う
少
し
活
動
し
や
す
い
よ

う
な
改
善
を
検
討
し
て
い
る
。

少
子
化
の
影
響
で
生
徒
数
が
こ
こ
10
年

で
約
1
0
0
名
減
で
あ
る
。
今
後
、

団
体
種
目
の
チ
ー
ム
編
成
が
困
難
に
な
る
と

考
え
る
。
部
活
動
の
今
後
を
ど
の
よ
う
に
考

え
る
の
か
。

現
在
13
の
部
活
動
が
あ
る
が
、
部
員
数

が
少
な
く
来
年
以
降
、
試
合
が
で
き
な

い
部
が
実
際
に
出
て
く
る
。

今
後
、
P
T
A
、
生
徒
や
そ
の
親
な
ど
と
し
っ

か
り
と
話
し
合
い
を
し
、
部
活
動
の
整
備
を
順

次
進
め
て
い
く
。

小
学
児
童
で
実
施
し
て
い
る
ス
ポ
ー
ツ

少
年
団
ク
ラ
ブ
活
動
を
中
学
校
に
入
っ

て
も
そ
の
ま
ま
継
続
し
て
、
中
学
校
の
部
活

動
と
し
て
認
め
る
こ
と
は
出
来
な
い
か
。

現
在
の
中
体
連
の
規
則
に
照
ら
し
合
わ

せ
る
と
、
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
で
は
中
学

校
競
技
に
参
加
が
認
め
ら
れ
て
い
な
い
。
ま
た
、

美
浜
中
学
校
と
三
方
中
学
校
の
生
徒
が
一
緒
に

活
動
を
行
う
こ
と
も
考
え
ら
れ
、
そ
れ
も
参
加

が
認
め
ら
れ
て
い
な
い
。
福
井
県
中
学
校
全
体

で
考
え
る
こ
と
が
必
要
か
ら
、
こ
の
改
革
は
ま

だ
少
し
時
間
を
要
す
る
と
思
う
。

8
月
27
、
28
日
の
両
日
、
高
浜
・
大

飯
原
発
の
過
酷
事
故
を
想
定
し
た
原

子
力
防
災
訓
練
が
行
わ
れ
た
。
実
際
に
、
広
域

避
難
が
必
要
な
放
射
線
量
ま
で
上
昇
す
る
よ
う

な
原
発
の
過
酷
事
故
が
発
生
す
れ
ば
、
美
浜
町

に
帰
れ
る
保
障
は
な
い
。
私
は
住
民
の
方
か

ら
「
原
発
の
避
難
計
画
と
は
、
ふ
る
さ
と
を
捨

て
る
訓
練
で
あ
る
」
と
言
わ
れ
、
高
浜
原
発
は

原
子
炉
の
緊
急
停
止
や
大
津
地
裁
の
仮
処
分
決

定
で
停
止
し
た
も
の
の
、
老
朽
原
発
の
運
転
延

長
審
査
ま
で
着
々
と
進
ん
で
い
る
現
状
に
恥
ず

か
し
く
て
い
た
た
ま
れ
な
い
に
気
持
ち
に
な
っ

た
。「
原
発
の
避
難
計
画
と
は
、
ふ
る
さ
と
を

捨
て
る
訓
練
で
あ
る
」
と
い
う
住
民
の
言
葉
を

聞
い
て
、
町
長
は
ど
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
か
。

万
が
一
の
事
故
を
想
定
し
て
住
民
の
安

全
と
健
康
を
守
る
た
め
の
訓
練
で
あ
る

と
考
え
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
住
民
の
方
に

は
と
に
か
く
安
全
に
避
難
を
し
て
い
た
だ
く
と

い
う
の
が
一
番
大
き
な
目
的
で
あ
る
。
た
だ
、

ふ
る
さ
と
を
捨
て
る
と
い
う
認
識
、
決
し
て
、

多
く
の
被
災
地
の
方
は
ふ
る
さ
と
を
捨
て
る
と

い
う
思
い
を
持
っ
て
お
ら
れ
な
い
と
い
う
ふ
う

に
聞
い
て
お
り
、
行
政
も
そ
う
い
う
方
向
で
動

い
て
い
る
。
そ
う
い
う
こ
と
か
ら
す
る
と
、
防

災
訓
練
は
ふ
る
さ
と
を
捨
て
る
練
習
と
い
う
の

は
、
一
生
懸
命
努
力
を
さ
れ
て
い
る
方
か
ら
す

る
と
大
変
失
礼
で
、
そ
の
努
力
に
水
を
差
す
よ

う
な
言
葉
に
な
る
ん
で
は
な
い
か
。
私
は
控
え

て
ほ
し
い
と
い
う
ふ
う
に
考
え
て
い
る
。

福
島
の
被
災
地
で
も
ふ
る
さ
と
を
捨

て
た
く
な
い
ん
で
す
よ
。
原
発
事
故

を
体
験
し
、
実
際
に
ふ
る
さ
と
を
失
っ
て
避
難

し
て
い
る
人
も
い
る
。
帰
り
た
い
け
れ
ど
帰
れ

な
い
と
い
う
た
く
さ
ん
の
人
を
生
み
出
し
て
、

い
ま
だ
に
復
興
で
き
て
い
な
い
。
ひ
と
た
び
原

発
事
故
が
起
こ
れ
ば
、
そ
の
被
害
と
い
う
の
は

美
浜
町
だ
け
の
問
題
に
と
ど
ま
ら
ず
広
範
囲

の
人
々
の
生
活
・
故
郷
を
奪
う
こ
と
に
な
る
。

そ
う
い
う
状
況
か
ら
、「
原
発
の
避
難
計
画
と

は
、
ふ
る
さ
と
を
捨
て
る
訓
練
で
あ
る
」
と
い

う
言
葉
を
発
す
る
住
民
が
い
る
こ
と
を
町
長
に

わ
か
っ
て
も
ら
い
た
い
。
今
回
の
訓
練
で
課
題

や
強
化
を
図
る
べ
き
点
と
い
う
の
は
明
ら
か
に

な
っ
た
の
か
。

今
は
ま
だ
訓
練
の
検
証
が
さ
れ
て
い
な

い
の
で
検
証
が
な
さ
れ
た
ら
結
果
を
示

し
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

い
ち
早
く
報
告
し
て
も
ら
い
た
い
。

私
は
原
子
力
防
災
計
画
・
訓
練
が
必

要
な
く
な
る
環
境
、
原
発
事
故
へ
の
不
安
や
危

険
・
リ
ス
ク
が
な
い
環
境
に
す
る
こ
と
が
急
務

だ
と
考
え
て
い
る
。

★
そ
の
他
、
原
発
と
諸
課
題
に
つ
い
て
、
産
業

別
人
口
の
比
率
、
原
発
の
労
働
人
口
に
依
存

し
な
い
定
住
化
の
実
現
、
地
産
地
消
の
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
活
用
と
経
済
的
循
環
の
質
問
を
し

て
い
る
。

企
業
は
「
原
子
力
発
電
所
発
祥
の
地

美
浜
で
、
永
続
的
に
原
子
力
事
業
を

や
っ
て
い
く
気
持
ち
は
変
わ
ら
な
い
」
と
言
わ

れ
た
。
町
作
り
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
を
積
極
的
に

進
め
て
駅
か
ら
役
場
ま
で
の
ゾ
ー
ン
の
再
開
発

に
注
力
す
べ
き
と
考
え
る
が
。

計
画
は
23
年
度
に
作
っ
た
都
市
計
画
マ

ス
タ
ー
プ
ラ
ン
に
掲
げ
て
い
る
。
実
行

に
は
用
地
を
含
む
諸
課
題
が
山
積
し
、
実
現
の

道
は
遠
い
が
「
生
活
拠
点
ゾ
ー
ン
」
と
し
て
時

間
を
か
け
て
進
め
る
。

道
の
駅
構
想
が
美
浜
で
も
あ
る
が
、
従

来
の
物
販
に
頼
る
だ
け
で
な
く
、
種
々

の
機
能
を
備
え
た
交
流
の
場
と
す
る
必
要
が
あ

る
が
、
進
捗
は
ど
う
か
。

従
来
、
規
制
が
多
か
っ
た
。
最
近
条
件

が
緩
和
さ
れ
て
き
た
。
検
討
結
果
を
待

ち
た
い
。地

域
の
拠
点
化
を
コ
ン
セ
プ
ト
に
、
基

本
的
な
方
針
、
構
想
を
元
に
し
て
基
本

計
画
を
作
成
し
、
候
補
地
を
選
定
し
て

い
る
段
階
で
あ
る
。

進
出
企
業
の
雇
用
を
出
来
る
だ
け
町
内

で
賄
う
必
要
が
あ
る
が
、
新
卒
だ
け
で

無
理
だ
と
思
う
。
Ｕ
，
Ｉ
タ
ー
ン
就
職
等
を
含

め
て
支
援
策
が
必
要
と
思
う
が
、
ど
の
よ
う
に

考
え
て
い
る
の
か
。

環
境
は
就
職
難
か
ら
求
人
難
の
時
代
に

入
っ
て
い
る
。
出
来
る
だ
け
町
内
雇
用

を
考
え
て
い
き
た
い
。

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
と
の
情
報
交
換
、
学
校

へ
の
説
明
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
の
広
報

で
対
応
し
て
い
く
。

国
体
を
控
え
て
い
る
。「
ボ
ー
ト
の
町

美
浜
」
の
名
声
を
守
る
た
め
に
も
有
望

選
手
の
町
内
確
保
を
す
る
必
要
が
あ
る
が
。

福
井
県
の
国
体
で
の
成
績
に
大
き
く
貢

献
し
て
い
る
ボ
ー
ト
な
の
で
育
成
支
援

を
行
っ
て
い
き
た
い
。

県
の
ボ
ー
ト
協
会
と
連
携
し
、
有
望
選

手
の
勧
誘
や
育
成
を
計
り
、
地
域
で
の

就
職
確
保
に
努
力
し
て
い
き
た
い
。

国
道
、
県
道
の
管
理
が
不
定
期
で
草
が

ぼ
う
ぼ
う
生
え
て
い
て
は
観
光
客
に
美

浜
の
印
象
を
悪
く
し
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
。

集
客
の
集
中
す
る
期
間
に
除
草
出
来
る
よ
う
に

監
視
機
関
を
設
け
て
は
ど
う
か
。

国
道
は
国
交
省
の
出
先
機
関
、
県
道
は

土
木
出
張
所
、
町
道
は
町
が
シ
ル
バ
ー

に
委
託
し
管
理
し
て
い
る
。
今
後
適
期

に
実
施
で
き
る
よ
う
に
要
望
し
て
い
く
。

町長

町長

河本 猛 議員

浜野 健治 議員

問

意見 問

問

問問 問

問

美浜創生
戦略課長

美浜創生
戦略課長

土木建築
課長

土木建築
課長 町長

町長町長

町長
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第
21
回  
美
浜
自
衛
消
防
隊

　
　
　
　

  
消
火
栓
操
法
大
会

8
月
21
日
恒
例
の
自
衛
消
防
隊
の
消

火
栓
操
法
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

年
々
参
加
数
が
減
少
す
る
傾
向
が
あ
り

ま
す
が
、
地
域
の
部
に
７
チ
ー
ム
、
職

域
の
部
に
10
チ
ー
ム
、
女
子
の
部
に
8

チ
ー
ム
の
合
計
25
チ
ー
ム
が
操
法
の
正

確
さ
、
速
さ
を
競
い
ま
し
た
。

結
果
は
別
と
し
て
、
各
チ
ー
ム
が
地

域
、
職
域
の
防
災
に
果
た
す
役
割
は
重

大
で
、
日
頃
の
訓
練
が
い
ざ
と
い
う
時

に
役
立
つ
の
で
今
後
と
も
少
し
で
も
多

く
の
人
が
訓
練
に
参
加
し
、
防
災
意
識

を
高
め
て
頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

レ
イ
ク
ヒ
ル
ズ
美
方
病
院
に

新
し
く
泌
尿
器
科
の
医
師
が
着
任

第
2
回
公
立
小
浜
病
院
組
合
議
会
が

8
月
18
日
に
招
集
さ
れ
、
平
成
28
年
度

の
小
浜
病
院
組
合
各
事
業
の
収
支
状

況
、
平
成
27
年
度
の
事
業
会
計
決
算
等

が
協
議
さ
れ
、
9
月
30
日
に
可
決
さ
れ

ま
し
た
。

27
年
度
の
事
業
会
計
も
、
欠
損
を
生

じ
た
が
、
前
年
度
に
比
べ
改
善
が
見
ら

れ
ま
し
た
。

レ
イ
ク
ヒ
ル
ズ
美
方
病
院
の
運
営
状

況
に
つ
い
て
は
、
9
月
の
美
浜
町
議
会

の
全
員
協
議
会
で
も
説
明
が
あ
り
ま
し

た
。
今
年
度
は
入
院
収
益
は
増
え
て
い

ま
す
。
外
来
患
者
数
は
ほ
ぼ
昨
年
並

で
、
薬
剤
の
単
価

減
等
に
よ
り
減
収

と
な
っ
て
い
ま
す
。

10
月
か
ら
泌
尿
器

科
医
師
の
採
用
に

伴
う
増
収
に
期
待

し
て
い
ま
す
。

 

（
辻
井
記
）

福
井
県
町
村
議
会
議
長
会
委
員
長
・

副
委
員
長
研
修
会
が
8
月
8
日
、
福
井

県
自
治
会
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
委
員

会
で
の
議
案
等
の
審
査
に
つ
い
て
、
一

般
的
な
流
れ
を
再
確
認
し
ま
し
た
。
委

員
会
は
付
託
議
案
に
対
す
る
下
調
べ
の

機
関
で
あ
り
予
備
調
査
の
機
関
と
し
て

独
立
が
原
則
で
す
。
多
様
化
し
、
専
門

性
が
増
し
て
い
る
行
政
へ
の
対
応
が
運

営
の
基
本
で
、
参
考
人
か
ら
の
意
見
聴

取
も
可
能
で
す
。

町
議
会
議
員
研
修
会
が
8
月
26
日
、

福
井
県
自
治
会
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

「
こ
れ
か
ら
求
め
ら
れ
る
町
村
議
会
の
役

割
」
と
題
し
、
大
山
礼
子
駒
澤
大
学
法

学
部
教
授
が
講
演
し
ま
し
た
。

住
民
か
ら
信
頼
さ
れ
る
町
議
会
に
な

る
た
め
に
は
、
住
民
の
意
見
を
審
議
に

反
映
さ
せ
る
こ
と
が
必
要
で
す
。
住
民

か
ら
の
情
報
は
政
策
ア
イ
デ
ア
の
宝
庫

で
、
行
政
監
視
の
ヒ
ン
ト
も
あ
り
ま
す
。

行
政
情
報
を
住
民
と
共
有
し
、
多
様
な

住
民
の
意
見
を
聴
取
で
き
る
機
関
と
し

て
、
町
議
会
こ
そ
「
住
民
参
加
」
の
窓

口
に
な
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

（
河
本
記
）

敦
賀
美
方
消
防
組
合
議
会
視
察
研
修

【 

8
月
18
日
〜
19
日 

実
施 

】

⑴
金
沢
市
消
防
局
：
施
設
、
装
備
等
の
視
察

　
　

施
設
の
特
徴
は
、
緊
急
指
令
セ
ン

タ
ー
を
よ
り
広
域
に
拡
大
し
、
更
に

増
加
す
る
外
国
人
観
光
客
に
備
え
、

通
訳
翻
訳
の
ア
プ
リ
を
独
自
の
方
法

で
開
発
し
職
員
が
勉
強
し
て
い
る
こ

と
で
す
。
装
備
で
は
建
物
の
高
層
化

に
備
え
、
46
ｍ
の
は
し
ご
車
及
び
、

広
域
支
援
の
た
め
、
短
期
宿
泊
可
能

な
装
備
を
備
え
た
車
両
を
揃
え
て
い

ま
し
た
。

⑵
金
沢
市　

長
野
ポ
ン
プ
株
式
会
社
：

消
防
車
両
製
造
工
場
工
程
視
察

　
　

注
文
に
応
じ
て
そ
の
地
域
、
消
防

署
の
実
情
に
合
っ
た
消
防
車
を
作
る

こ
と
で
、
技
術
競
争
力
の
あ
る
消
防

車
製
造
会
社
で
あ
る
こ
と
を
実
感
し

ま
し
た
。

⑶
福
井
県
坂
井
市　

防
災
航
空
事
務
所
：

防
災
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
の
視
察

　
　

福
井
県
内
全
域
を
カ
バ
ー
す
る
防

災
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
を
備
え
、
日
々
訓

練
を
繰
り
返
し
て
い
ま
す
。
最
近
、

山
の
遭
難
救
助
に
も
活
躍
し
て
い

ま
す
。　
　
　
　
　
　
　

 

（
浜
野
記
）

操法大会

敦
賀
美
方
消
防
組
合
議
会

小
浜
病
院
組
合
議
会

議
　
員
　
研
　
修
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最
近
の
報
道

で
、
議
員
の
政

務
活
動
費
の
不

正
支
出
が
取
り

上
げ
ら
れ
て
い

ま
す
が
、
美
浜

町
議
会
に
は
、

政
務
活
動
費
は

あ
り
ま
せ
ん
。

第
21
回  

美
浜
自
衛
消
防
隊

　
　
　
　

  

消
火
栓
操
法
大
会

8
月
21
日
恒
例
の
自
衛
消
防
隊
の
消

火
栓
操
法
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

年
々
参
加
数
が
減
少
す
る
傾
向
が
あ
り

ま
す
が
、
地
域
の
部
に
７
チ
ー
ム
、
職

域
の
部
に
10
チ
ー
ム
、
女
子
の
部
に
8

チ
ー
ム
の
合
計
25
チ
ー
ム
が
操
法
の
正

確
さ
、
速
さ
を
競
い
ま
し
た
。

結
果
は
別
と
し
て
、
各
チ
ー
ム
が
地

域
、
職
域
の
防
災
に
果
た
す
役
割
は
重

大
で
、
日
頃
の
訓
練
が
い
ざ
と
い
う
時

に
役
立
つ
の
で
今
後
と
も
少
し
で
も
多

く
の
人
が
訓
練
に
参
加
し
、
防
災
意
識

を
高
め
て
頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

議
会
は
、
1
年
の
間
い
つ
も
開
か
れ
て
い
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
決

ま
っ
た
時
期
に
開
か
れ
る
議
会
を
定
例
会
と
い
い
ま
す
。
定
例
会
は
、
1
年
間

に
4
回（
3
月
、
6
月
、
9
月
、
12
月
）開
か
れ
、
急
に
相
談
す
る
こ
と
が
で
き

た
と
き
に
開
く
議
会
を
臨
時
会
と
い
い
ま
す
。

ま
た
、
町
に
は
、
た
く
さ
ん
の
仕
事
が
あ
り
、
こ
れ
を
一
つ
ひ
と
つ
14
人
の
全

議
員
が
話
し
合
っ
て
決
め
る
こ
と
は
大
変
な
の
で
、
本
会
議
で
決
め
る
前
に
仕
事

の
種
類
に
よ
り
、
各
委
員
会
に
分
け
て
、
内
容
を
話
し
合
い
ま
す
。

町
議
会
の
委
員
会
の
種
類

町
議
会
の
委
員
会
の
種
類
は
、
会
議
の
日
程
や
進
め
方
な
ど
を
話
し
合
う
た

め
の
議
会
運
営
委
員
会（
6
人
）が
あ
り
、
予
算
及
び
決
算
に
関
す
る
事
項
を
話

し
合
う
予
算
決
算
常
任
委
員
会（
13
人
）、
庶
務
・
財
政
・
税
・
教
育
・
広
報

に
関
す
る
事
項
等
を
話
し
合
う
総
務
文
教
常
任
委
員
会

（
7
人
）、
農
業
・
林
業
・
水
産
業
・
商
工
業
・
観
光
・
建

設
・
土
木
・
社
会
福
祉
・
医
療
・
国
民
健
康
保
険
・
上
水

道
・
下
水
道
及
び
保
健
衛
生
に
関
す
る
事
項
を
話
し
合
う

産
業
厚
生
常
任
委
員
会（
7
人
）の
3
つ
の
常
任
委
員
会
と

必
要
が
あ
る
場
合
に
設
置
で
き
る
特
別
委
員
会
は
、
原
子

力
発
電
所
特
別
委
員
会（
7
人
）、
議
会
広
報
特
別
委
員
会

（
7
人
）の
2
つ
の
特
別
委
員
会
が
あ
り
ま
す
。
委
員
会
で

も
多
数
決
で
、
賛
成
か
ど
う
か
を
決
め
て
い
ま
す
。

（
事
務
局
記
）

【 

議
会
の
し
く
み 

】

シ
リ
ー
ズ
②

若
狭
美
浜
イ
ン
タ
ー
産
業
団
地
第
2

期
工
事
現
場
、
山
上
植
物
工
場
建
設
予
定

地
、
竹
波
防
災
支
援
セ
ン
タ
ー
を
視
察
し

ま
し
た
。

若
狭
美
浜
イ
ン
タ
ー

　
　
　

産
業
団
地
第
２
期
工
事

第
2
期
工
事
は
、
1
工
区
約
1
・

8
h
a
、
2
工
区
2
・
3
h
a
、
4
区

画
を
造
成
す
る
も
の
で
す
。
ま
た
産
業

団
地
整
備
工
事
に
伴
う
里
山
散
策
道
整

備
工
事
、
看
板
設
置
工
事
の
説
明
を
受

け
ま
し
た
。

続
い
て
、
山
上
農
業
集
落
排
水
処
理

施
設
に
隣
接
す
る
、
カ
ジ
ノ
ン
ア
グ
リ

〔
仮
称
〕植
物
工
場
建
設
予
定
地
を
視
察

し
ま
し
た
。

竹
波
原
子
力
防
災
セ
ン
タ
ー

7
月
に
完
成
し
た
竹
波
原
子
力
防

災
セ
ン
タ
ー
は
、
片
方
閉
ま
ら
な
い

と
、
も
う
一
方
の
ド
ア
が
開
か
な
い
エ

ア
ロ
ッ
ク
室
や
外
気
を
粒
状
活
性
炭
の

フ
ィ
ル
タ
ー
に
通
し
、
放
射
性
物
質
を

取
り
除
い
た
正
常
な
空
気
を
建
物
内
に

通
気
す
る
フ
ィ
ル
ト
リ
ン
グ
室
を
備
え
、

収
容
人
数
80
人
。
倉
庫
に
は
飲
料
水
、

非
常
食
、
毛
布
等
を
備
蓄
し
て
い
ま
す
。

ま
た
発
電
機
は
72
時
間
連
続
運
転
が
可

能
で
す
。　
　
　
　
　
　
　

  

（
藤
本
記
）

若狭美浜インター産業団地

竹波原子力防災センター

現
地
視
察
研
修

知

得

つ

議

会
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N
o.27

み
は
ま
議
会
だ
よ
り

2016.10.21
発

行
/美

浜
町

議
会

　
　

編
集

/議
会

広
報

特
別

委
員

会
〒

919-1141 福
井

県
三

方
郡

美
浜

町
郷

市
25-25　

TE
L（

0770）32-6711
美

浜
町

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

 http://w
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今
回
の
議
会
は
決
算
議
会
で
、
議
会

が
決
定
し
た
政
策
を
中
心
に
行
う
行
政

側
の
行
財
政
の
運
営
や
事
務
処
理
、
事

業
の
実
施
が
全
て
適
法
・
適
正
に
、
し

か
も
公
平
・
効
率
的
に
、
そ
し
て
民
主

的
に
な
さ
れ
て
い
る
か
ど
う
か
を
批
判

し
監
視
す
る
こ
と
で
す
。
こ
の
批
判
と

監
視
は
非
難
で
も
な
け
れ
ば
講
評
や
論

評
で
も
な
く
、
あ
く
ま
で
も
住
民
全
体

の
立
場
に
立
っ
て
正
し
い
意
味
で
の
批

判
・
監
視
で
あ
る
べ
き
で
す
。
そ
し
て

「
具
体
的
な
政
策
の
最
終
決
定
」
と
「
行

財
政
運
営
の
批
判
と
監
視
」
を
完
全
に

達
成
で
き
る
よ
う
懸
命
に
努
力
す
る
こ

と
が
議
員
の
責
務
で
す
。

こ
の
よ
う
な
観
点
か
ら
、
議
案
を
審

議
し
、
閉
会
し
ま
し
た
。
　
　 （
辻
記
）
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編
集
後
記

レ
ガ
ッ
タ
と
カ
ッ
タ
ー
レ
ー
ス

福
井
県
原
子
力
防
災
訓
練

８
月
の
「
つ
ば
た
レ
ガ
ッ

タ
」、
９
月
の
「
全
国
市
町
村

交
流
レ
ガ
ッ
タ
」
で
は
、
決
勝

に
勝
ち
上
が
れ
ま
せ
ん
で
し

た
。
４
年
ご
と
に
メ
ン
バ
ー
が

変
わ
る
こ
と
と
、
毎
年
歳
を
と

り
体
力
が
低
下
し
て
い
く
の
は
し
ょ
う
が
な
い
こ
と
で
す
。

今
年
は
、
敦
賀
市
の
「
カ
ッ
タ
ー
レ
ー
ス
」 

に
も
挑
戦
し
ま

し
た
が
、
こ
れ
も
入

賞
で
き
ま
せ
ん
で
し

た
。
今
後
も
お
互
い

の
市
町
の
交
流
を
深

め
、
町
の
特
産
品
・

観
光
Ｐ
Ｒ
な
ど
の
情

報
発
信
や
交
流
人
口

の
増
加
に
繋
げ
て
い

き
た
い
と
、
勇
ん
で

活
動
し
て
い
ま
す
。 

（
山
口
記
）

平
成
28
年
8
月

27
日
高
浜
地
域
、

28
日
大
飯
地
域
に

お
い
て
福
井
県
原

子
力
防
災
訓
練
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

訓
練
で
は
、
外

部
電
源
が
喪
失
し

原
子
炉
が
自
動
停

止
、
そ
の
後
蒸
気

発
生
器
へ
の
給
水

が
停
止
し
、
か
つ

非
常
用
炉
心
冷
却

装
置
に
よ
る
注
水
不
能
に
よ
り
全
面
緊
急
事
態
と
な
る
こ
と

を
想
定
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

美
浜
町
に
お
い
て

も
、
広
域
避
難
訓
練
で

大
野
市
へ
避
難
し
、
健

康
チ
ェ
ッ
ク
、
避
難
経

路
上
に
お
け
る
ス
ク

リ
ー
ニ
ン
グ
、
除
染
の

実
施
、
30 

㎞
圏
市
町
に

お
け
る
安
定
ヨ
ウ
素
剤

の
配
布
な
ど
の
避
難
訓

練
を
実
施
し
ま
し
た
。

   

（
崎
元
記
）
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敦賀港カッターレース

原子力災害対策本部（美浜町）

全国市町村交流レガッタ（戸田漕艇場）

住民避難の様子

「
第
25
回
全
国
市
町
村
交
流

レ
ガ
ッ
タ
戸
田
大
会
」
美
浜
町

が
2
大
タ
イ
ト
ル
を
獲
得
‼

◦
最
高
顧
問
杯（
男
女
総
合
優
勝
）

◦
会
長
杯（
女
子
総
合
優
勝
）

悔
し
い
が
、
議
会
議
員
の
部
は

入
賞
な
ら
ず
。


